
総合整備計画 

 

高知県長岡郡本山町汗見川辺地  

（辺地人口 １５８人 面積 ６０.９５ｋ㎡） 

 

１．辺地の概況  

（１）辺地を構成する町又は字の名称  立野、坂本、屋所、沢ヶ内、瓜生野、七戸 

（２）地域の中心の位置        本山町沢ヶ内字岡田５１５－２ 

（３）辺地度点数           １３１点 

 

２．公共的施設の整備を必要とする事情 

汗見川辺地は、立野、坂本、屋所、沢ヶ内、瓜生野、七戸の６地区からなり、人口１５８人、面

積６０.９５ｋ㎡で、役場所在地よりその中心へ約１０ｋｍの北方に位置し、本町の主要な森林地域

であり、林業が基幹産業である林業地域である。  

地域の中心を貫流する汗見川に沿って、幹線道路である県道坂瀬吉野線が北に走り、愛媛県四国

中央市に通じている。この幹線から、地域内の集落を結ぶ町道の整備が遅れており、日常の生活に

支障をきたしている。また、町道は地域内の林道に連結しており、基幹産業である林業の振興及び

水源涵養、国土保全、防災など公益的機能の面からも、これらの整備が急がれている。 

また、本地域は急峻な土地に住宅が点在しており、一部地域では給水施設が不備な状態である。

汗見川上流域には学校跡の施設などを活用した休養施設や集落活動センター、集会所、登山等で多

くの方が訪れる白髪山等の自然資源もあり、生活福祉の環境の向上や観光・レクリエーションの面

からも給水施設の整備及び防災、観光も含めた周辺地域の環境整備、経年劣化した施設の長寿命化

が必要である。 

 

３．公共的施設の整備計画 

令和７年度から令和１１年度までの５年間 
 

（単位：千円） 

施設名 
区分 

事業主体名 
事業費 

財源内訳 一般財源のうち 

辺地対策事業債 

の予定額 特定財源 一般財源 

町道屋所線 本山町 60,000 0 60,000 60,000 

町道屋所作屋敷線 本山町 80,000 0 80,000 80,000 

町道七戸線 本山町 20,000 0 20,000 20,000 

町道トドロ線 本山町 30,000 0 30,000 30,000 

沢ケ内給水施設 本山町 60,000 0 60,000 60,000 

屋所給水施設 本山町 10,000 0 10,000 10,000 

集会所 本山町 50,000 0 50,000 50,000 

消防施設 本山町 50,000 0 50,000 50,000 

観光・レクリエーショ

ンに関する施設 
本山町 20,000 0 20,000 20,000 

計  380,000 0 380,000 380,000 

  



総合整備計画 

 

高知県長岡郡本山町古田辺地  

（辺地人口 １１３人 面積 ８.４７ｋ㎡） 

 

１．辺地の概況 

（１）辺地を構成する町又は字の名称   

古田、木能津（中山、マカアダ、長久保、ガロウ山、笹ノナル、杉ツルイ、大アレ、ケタ、中

内、クロユハ、南長久保、東浦、キタノヤマ、タキノクビ、上奥ノ田、ヨザイ、出口、カキノム

カイ、ヒラキダ、キタラ谷、キトリバ、八森、サガノ、サガノ山、フナギタ、カタヂ山、東カタ

シ山、下奥ノヘヤ、サルダキ、柳ノ瀬、楠ノ木山、丸山、上奥ノヘヤ、札場、下大野、カシノナ

ロ、カバノトヲ、上大野、平野、大平、西クロノ田、クロノタ、下奥ノ田、木出場、吉兵衛屋

敷、上奥ノ田、小屋野谷、土地ノムカイ）  

（２）地域の中心の位置        本山町木能津字柿ノ向８００番地１  

（３）辺地度点数           １３３点 

 

２．公共的施設の整備を必要とする事情  

古田辺地は、古田地区４３世帯と木能津（権代）１９世帯、合計６２世帯、人口１１３人、面積

８.４７ｋ㎡で、役場所在地より約６ｋｍの位置にある。 

本辺地地域は、吉野川の支流木能津川沿いに川を挟んだ二地域であり、その一つ古田地区は、国

道４３９号線より町道古田線が幹線として集落に通じ、町道、農林道の枝線より地域内小集落及び

隣接地域を結んでいる。この町道古田線は地域内の主要な生活道であるとともに、枝線へつながる

幹線として重要な役割を果たしているが、一部改良されてはいるものの、狭あいで危険個所もあり

早急な改良が必要である。木能津（権代）は、町道古田線の途中から町道権代線が集落内に通じて

おり、集落の基幹道として、また南部農免道への連絡道として改良整備が急がれる。 

また、本地域は急峻な土地に住宅が点在しており、一部では給水施設が不備な状態である。地域

内には農業生産施設や集会所、ブランド米を生産する棚田等の自然資源もあることから、本計画に

より、集落内の物資の便を確保するとともに、農林業の振興、集落の環境整備、防災、給水施設の

整備、経年劣化した施設の長寿命化等、生活福祉の安定向上を図るため早期の整備が必要である。 

 

３．公共的施設の整備計画  

令和７年度から令和１１年度までの５年間 
（単位：千円） 

施設名 
区分 

事業主体名 
事業費 

財源内訳 一般財源のうち 

辺地対策事業債 

の予定額 
特定財源 一般財源 

町道古田線 本山町 50,000 0 50,000 50,000 

町道権代線  本山町 50,000 0 50,000 50,000 

町道古田吉延連絡線 本山町 20,000 0 20,000 20,000 

水道給水施設 本山町 30,000 0 30,000 30,000 

集会所 本山町 50,000 0 50,000 50,000 

農林業生産施設 本山町 20,000 0 20,000 20,000 

計  220,000 0 220,000 220,000 

 


